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概要

コントリビューション

汎用のカメラとLED照明を用いて、3D 形状、分光反射率と光源位置を同時に最適化することにより推定。
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提案手法：3D形状、分光反射率と光源位置の同時最適化

実験と結果
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① 合成データ

合成分光3Dモデルと生成した入力画像の例 定性評価

カメラ位置・姿勢の真値(角錐)、
光源位置の真値(黒点)

と推定した光源位置(赤点)
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3D復元の定量評価 分光反射率推定の定量評価 各パッチの分光反射率推定結果

　　　　

② 実データ

推定した分光反射率
とｓRGB リライティング

カメラとプロジェクタのセットアップ

Pro-Cam 
SSfM [1]
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結果
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